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鷹｜
一 目
悶ミ｜
1...:.1 
仁至1蓬

左
文
庫
と
海
外
2

海
外
認
識
の
広
が
り

九
月
二
九
日
1
一
一
月
二
五
日

蓬
左
文
庫
一
所
蔵
の
海
外
関
連
資
料
を
紹
介
す
る
「
蓬
左

文
庫
と
海
外
」
の
展
示
会
シ
リ
ー
ズ
は
、
本
年
度
前
半
の

「
蓬
左
文
庫
と
海
外
1

｜
蓬
左
文
庫
と
東
ア
ジ
ア
世
界

｜
」
に
引
き
続
い
て
、
幕
末
海
外
情
報
関
係
の
資
料
を
紹

介
し
ま
す
。

企
V

蓬
左
文
庫
と
海
外
2

海
外
認
識
の
広
が
り

江
戸
幕
府
は
、
い
わ
ゆ
る
鎖
国
令

（一

六
三
九
年
）
に

よ
っ
て
、
対
外
関
係
と
対
外
貿
易
と
を
厳
格
な
統
制
下
に

置
き
、
安
政
元
年
（

一
八
五
四
）
の
開
固
ま
で
の
約
二
O

O
年
の
期
間
、
こ

の
体
制
を
続
け
ま
し
た
。
こ
の
期
間
、

日
本
は
、
朝
鮮

（李
氏
朝
鮮
）
と
は
正
式
な
国
交
を
結
ん

で
い
ま
し
た
が
、
中
国
、
オ
ラ
ン
ダ
と
は
貿
易
の
み
の
関

係
で
し
た
。
両
国
の
貿
易
船
の
出
入
り
や
商
取
引
は
、
九

州
の
長
崎
に
限
ら
れ
て
お
り
、

一
般
の
日
本
人
か
ら
厳
重

に
へ
だ
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

鎖
国
令
以
前
に
日
本
人
が
広
く
海
外
へ
進
出
し
て
い
た

こ
ろ
に
く
ら
べ
、
海
外
に
関
す
る
情
報
は
、
幕
府
の
要
人

な
ど
、
ご
く

一
部
の
人
々
し
か
接
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
海
外
に
対
す
る
興
味
、
関
心
が
す

た
れ
る
こ
と
は
な
く
、
知
識
人
の
聞
を
主
に
、
時
代
と
と

も
に
海
外
へ
の
関
心
が
・高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
鎖
国
令
以

前
に
得
た
海
外
情
報
を
も
と
に
、
西
川
如
見

（一

六
四
八

ー一

七
二
四
）
が
商
業
貿
易
上
の
参
考
書
と
し
て

『華
夷

通
商
考
』
（
一
六
九
五
年
刊
）
を
著
わ
し
ま
し
た
。
幕
府

の
政
策
顧
問
新
井
白
石

（一

六
五
七
i
一
七
二
五
）
は、

密
航
し
て
き
た
イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
、
ン
ド
ッ
チ
を
尋
問
し

て
得
た
、
新
し
い
海
外
情
報
な
ど
に
基
き
、
世
界
地
誌
で

さ
い
ら
ん
い
げ
ん

あ
る
「
釆
覧
異
言
」
（一

七

一
三
年
成
立
）
を
著
わ
し
ま

し
た
。
西
洋
諸
国
の
中
で
唯

一
つ
通
商
関
係
に
あ

っ
た
オ

h

ね
ら
ん
ど
ぱ
な
し

ラ
ン
ダ
に
関
し
て
、

『紅
毛
談
』（一

七
六
五
年
ご
ろ
成
立
て

れ
ね
ら
ん
だ
ざ
っ
ゎ

『紅
毛
雑
話
』
（
一

七
八
七
年
刊
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。一

八
世
紀
後
半
に
入
る
と
、
西
洋
諸
国
の
東
ア
ジ
ア
へ

の
進
出
が
本
格
的
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
は
シ
ベ

リ
ア
か
ら
太
平
洋
沿
岸
に
達
し
、
同
国
船
が
千
島

・
北
海

道
（
蝦
夷
地
）
に
来
航
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ギ

リ
ス
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
外
国
船
も
日
本
の
沿
岸
に
出

没
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
幕
府
は
海
防
問
題
に
取
組
み
、

沿
岸
警
備
や
蝦
夷
地
の
調
査
が
さ
か
ん
に
実
施
さ
れ
ま
し

〈

っ

さ

た
。
そ
の
結
果
、
朽
木
昌
綱

（一

七
五
0
1
一
八
O
二）

た

い

せ

い

よ

ら

r
せ
つ

の

「泰
西
剛
拠
地
図
説
』（一

七
八
九
年
刊
）
の
よ
う
な
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
地
理

・
歴
史
書
、
ロ

シ
ア
に
漂
流
し
た
仙
台
務

の
船
頭
ら
か
ら
大
槻
玄
沢

（一

七
五
七

i
一
八
二
七
）
が

か
ん
か
い
い
ぶ
ん

聞
き
書
き
し
た

『環
海
異
聞
」
（
一

八
O
七
年
成
立
）
や
、

ア
メ
リ
カ
に
漂
流
し
た
土
佐
の
漁
師
中
浜
万
次
郎

（ジ
ョ

ン
万
次
郎
、
一
八
二
七
i
九
八
）
の

「
漂
流
紀
間
」

（一

八

五
二
年
ご
ろ
成
立
）
な
ど
の
漂
流
民
の
見
聞
記
、
天
明
五

・

六
年

（一

七
八
五
・
六
）
の
幕
府
蝦
夷
地
調
査
団
の
報
告

書
「
蝦
夷
拾
遺
」

（一

七
八
六
年
ご
ろ
成
立
）
（写
真
1
）

ゃ
、
向
調
査
に
同
行
し
た
最
上
徳
内

（一

七
五
四
1
一
八

え

ぞ

ぞ

ヲ

L

一一一
六
）
の
見
聞
記
「
蝦
夷
草
紙
」

（一

七
九

一
年
写
）
な

ど
の
蝦
夷
の
地
誌
が
著
述
さ
れ
ま
し
た
。

嘉
永
六
年

（一

八
五
三）

に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
使
節

ペ
リ
ー
が
軍
艦
四
隻
を
率
い
て
相
模
の
浦
賀
に
来
航
し
、

開
国
を
求
め
ま
し
た
。
「
黒
船
」
と
よ
ば
れ
た
西
洋
軍
艦

の
威
力
を
背
景
と
し
た
ペ
リ
l
の
強
硬
な
態
度
に
幕
府
は

屈
し
て
、
翌
安
政
元
年
に
日
米
和
親
条
約
を
結
ん
で
、
下

回

・
箱

（函
）
館
を
開
港
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
安
政
五
年

（一

八
五
八
）
に
日
米
修
好
通
商
条
約
を
結
び
、
続
い
て

同
様
の
通
商
条
約
を
ロ
シ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
と
結
び
ま
し
た

（安
政
の
五
カ
国
条
約
）
。
か

く
し
て
、
鎖
国
か
ら
開
国
に
転
換
し
た
日
本
は
激
動
の
時

代
を
迎
え
ま
す
。

（写
真
1
）
「
蝦
夷
拾
遺」

，
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尾
張
藩
に
お
い
て
も
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
海
防
問

題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
、
幕
末
の
外
国
船
の
来
航
を
契

機
と
し
て
、
海
外
情
報
関
係
の
書
物
が
収
集
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に

一
四
代
務
主
と
な
っ
た
徳
川
慶
勝
（
一
八
二
四
1
八一一
一）

は
、
務
政
改
革
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
水
戸
滞
主
徳
川

り
あ
み

な
り
あ
、去り

斉
昭
（

一
八

o
o
i六
O
）
、
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
（

一

（写
真
2
）
「
阿
蘭
陀
風
説
書
」

一
笥
主
す
尚
一
宏
君
悼
の
品

T
喝、
，A

亀市
1
品
川
町
長
司
ム
割
打

Z
支
払
伊
丹
1M鼻
科
火
事
8
6
U

Z
抵
rAι

荒
ヰ
4

雪
印
引
笥
hznSTAlMHT2

0

子
叫
帆
島
崎
河
叫凶，、
J
H
品川

VMY
お
du一品
F
低
村
4
V

旬、1
τ
J
m位同

党
尚
喜
氏
街
、
長
ゆ
か
は
リ
リ
刊
す
る
qkaATH

空
基
記
品
開
通
詰
守
え
尚
V
7

司
兵
員
。
呼
』

t
H
d
ふ

tkん告
T
4
Jdμ存
告
－1
kmt九

－
Z
L
T
l
v
5
Z
1T
己
W
F
7
f
ょ
の
言
、
え
た

玄玉川刑判骨肉咳為抽刊
T
J恥
2

ぞ

ZZaA
・

会－
P、
遠
予
告
白
骨
h
F山

ム今
、
ヲ
出
品
市
・
4

バ
H
以
よ

J』

凡

寺
町
V
H
存

命
伊
丹
什

ヲ

7
〈マヘ

V7
4zqν

Z
．
9
M
J

、．Z
T
1
．urc

肉
強
泥
流
一
弘

八
O
九
1
五
八
）
ら
と
親
交
を
も
ち
、
最
新
の
海
外
情
報

を
得
ょ
う
と
し
ま
し
た
。
慶
勝
が
収
集
し
た
書
物
に
は
、

多
く
の
西
洋
事
情
や
海
防
関
係
の
書
物
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
と
く
に
ペ
リ
1
来
航
に
際
し
て
作
ら
れ
た
も
の
が

U
O

ら

ん

だ

目
立
ち
ま
す
。
来
航
を
予
告
し
た
「
阿
前
陀
風
説
書
」
（
オ

ラ
ン
ダ
船
が
幕
府
に
提
出
し
た
海
外
情
報
報
告
書
）

（写

真

2
）
や
来
航
時
の
記
録
、
様
々
な
絵
図
類
が
収
集
さ
れ

て
い
ま
す
。

最
後
に
、
蓬
左
文
庫
の
海
外
情
報
関
係
の
蔵
書
と
し
て

水
野
正
信
の
旧
蔵
書
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
正
信
（

一

八
O
五
1
六
九
）
は
、
尾
張
藩
の
重
臣
大
道
寺
家
の
家
臣

で
、
生
涯
に
多
数
の
書
物
を
書
写
し
、
収
集
し
た
人
物
で

す
。
大
正
三
年
（

一
九

一
四
）
に
蓬
左
文
庫
に
寄
贈
さ
れ

た
約
五
五
O
附
の
旧
蔵
書
の
な
か
に
は
、
世
相
を
記
録
し

た
「
青
窓
紀
間
」

二
O
四
附、

「
釆
覧
異
言
」
や
「
環
海

せ
い
ゆ

P

異
聞
」
な
ど
の
海
外
情
報
関
係
の
書
物
を
集
め
た
「
青
煽

そ

う

し

よ

し

じ

ぎ

つ
b
？？

叢
書
」

一
O
三
冊、

「
資
治
雑
笈
」
九
四
冊
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
海
外
情
報
関
係
の
書
物
に
つ
い
て
、
正
信
自
身
が

閲
覧
し
書
写
し
た
も
の
に
加
え
て
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
情
報
が
収
録
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ペ
リ
l
来
航
の

経
緯
が
い
ち
早
く
全
国
に
流
布
し
た
よ
う
に
、
海
外
関
係

の
情
報
に
対
す
る
関
心
が
人
々
を
結
び
つ
け
た
の
で
す
。

海
外
か
ら
ょ
せ
く
る
激
動
の
波
に
、
幕
末
尾
張
務
の
人
々

が
ど
の
よ
う
な
関
心
を
も
ち
、
対
処
し
よ
う
と
し
た
か
を
、

今
回
の
展
示
会
か
ら
し
の
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

J業務縮小のお知らせl
休止する業務 ：展示、閲覧（「雑賀重良旧蔵書Jは平成

13年10月1日より閲覧休止）

従来通りおこなう業務：

－所蔵資本！の複写（電子コピー）およびマイクロフ

ィルムからの複製（即日渡しは不可）

－所蔵資料 ・業務などについての照会回答

．出版物・物品の販売

※ただし、複写複製 ・照会回答につきましては、改築

準備作業の都合上、一部ご希望に添いかねる場合も

ございますが、ご了承ください。

「蓬左J64号でもおまj］らせしました通り、平成14年

1月より、改築準備にともない、一部業務を縮小させ

ていただくことになりました。ご利用の皆様には大変

ご迷惑をおかけし、申し訳ございませんが、どうぞよ

ろしくご了承ください。

業務縮小期間中の業務内容は、下記の通りです。

新館開館は、平成16年度秋の予定です。

戸
U－一＝ロ

くわしくは当文庫までお問い合わせください。

間：平成14年l月5日から平成16年9月30日まで

（平成15年度半ば以降は完全休館の予定）

休館日 ：毎週日H程日、第3金曜日、国民の休日、年末

年始

j明

名古屋市蓬左文庫 （052)935-2173 
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海外認識の広がり蓬左文庫と海外2・展示室

蕃舶之図 4枚のうち

江戸時代後期写

31. 0×43. Ocm 

浦賀沖に現れた黒船を描いた絵図。ペ

リーの率いる 4隻のうち、プリマス号

（帆船、排水量 989トン、 大砲22門装備）

を拙iいたと思われる。 ,,. 

かんかいい山ん

.....環海異聞 3 ・IJIJ・ 

江戸時代後期写

28. 9×20. 4cm 

ロシア に漂着した船頭らの見聞を、

玄沢がまとめたもの。彼らはペテルプ

ルクでロシア皇帝アレクサンドル l世

(1777～ 1825右）、その母マリア（1

759～ 1828左）と会見している。

大槻玄沢著

判
的
叫
ん
役
目
M
L
P

8
・キ
・ζ
銅
ん
’
勺
岬
執
’
字
以

品拠品
L

車
場
・
バ
，
県
民
有
ミ

会
副
え

組
長
w
ム
J
u

・f
同

上ιん』

～，’ J ·~~ 
りえ守
出 ’k ‘手
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徳川 圏整備

安徳川股！と蓬左文M！の｝fit~と

H自手1"16年 (1931）、尾張徳川家19代当主徳川義親

氏により 、徳川家大曽模店11のうち表告：院などの建物

や庭園の一部が名古屋市に寄付され、翌年、「徳川園」

として市民に開放されました。隣接する敷地には、

昭和10年（1935）、財団法人徳川君主明会運営の徳川

美術館が開館しました。

また、llH和 25年 (1950）には、東京目白の徳川

家邸内にあった遼左文庫が、徳川繁明会から名古屋

市に移管され、翌年、「名古屋市蓬左文庫Jとして、

徳川圏内の現在地で一般公開されました。

'0 しミ て

昭和30年代初め頃の蓬左文庫

昭和30年代後半の徳川園

庭園より正門を望む。

女主な事業予定

扇額は徳川義親氏の揮事によるもの （現・徳川繁明会所蔵）。
中央の人物は故・織茂三郎氏。

＊徳川 l~ll蛙備と新しい蓬左文店

今回の徳川圏整備事業は、蓬左文JII！、徳川園および新設する池水

回遊式日本庭園が一体となった歴史文化拠点づくりを目指すもので

す。平成 13年度秋より着工し、平成 16年度秋の完成を予定してい

ます。

蓬左文庫は現在地の東側に新館が建設され、「展示」「閲覧」「教育

普及J各事業の充実をはかります。

展示 ：テーマ展示室、企画展示室、映像ルームなどを設置。テーマ展示室では蓬左文庫の蔵牲と徳川美術館の

大名道具を合わせて展示し、近世武家文化をわかりやすく表現します。

閲覧 ：閲覧室の面積を拡張し、参考図書の拡充、情報システムの導入などによって、より利mしやすい環境を

作ります。

教育普及 ：徳川国全体や近世武家文化に関わる 11幅広いテーマの講座、講演会などを企画します。

－ 

企全体イメージパース企

- 5-

． 

徳川園整備についての問い合わせ先

名古屋市緑政土木局緑地部緑地施設課
TEL: 972-2484 FA×972-4143 

名古屋市教育委員会総務部施設課
TEL: 972-3226 FAX972-4176 



尾
張
国
海
東
郡
砂
子
の
飯
田
氏
に
つ
い
て

｜
｜
天
下
人
と
尾
張
武
士

2
｜
｜
』

戦
国
期
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
尾
張
地
方
の
歴
史
を

考
え
る
上
で
、
同
地
方
を
基
盤
に
登
場
し
た
統

一
政
権
と
の

凶
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、

「
天
下
人
と
尾
張
武
士
｜
『
滞
士
名
寄
』
に
み
る
吉
田
主
水

家
政
の
軌
跡
」
（
『
蓬
左
』
六
一
）
に
引
き
続
い
て
、
尾
張
武

士
と
天
下
人
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
政
治
支
配
の
面

か
ら
尾
張
地
方
の
歴
史
の
特
性
を
追
究
し
て
み
た
い
。

飯
田
氏
は
、
清
和
源
氏
満
快
流
（
伊
那
源
氏
）
の
子
孫
と

称
し
、
信
濃
国
伊
那
郡
飯
田
か
ら
尾
張
国
海
束
郡
砂
子

（海

部
郡
大
治
町
砂
子
付
近
）
に
移
住
し
て
き
た
と
伝
え
る
。
そ

の
の
ち
、
尾
張
出
身
の
武
士
と
し
て
、
飯
田
氏
は
、
織
田
信

長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
と
い
う
天
下
人
に
相
次
い
で
仕

え
、
尾
張
藩
士

・
幕
府
旗
本
の
二
系
統
に
分
か
れ
た
。

飯
田
氏
の
系
譜
に
関
し
て
は
、
尾
張
滞
士
の
系
譜
集
で
あ

し
り
ん
・
で
か
い

る

「士
林
一
れ
梱
』
（
一

七
四
七
年
成
立
）
が
あ
る
。
江
戸
幕

府
が
編
纂
し
た
大
名

・
旗
本
諸
家
の
系
譜
集
で
あ
る

「究
永

諸
家
系
図
伝
』
（
一
六
四
三
年
完
成
）
、
『究
政
重
修
諸
家
諮
』

（一

八

一一
年
完
成
）
に
も
記
載
が
あ
り
、

『士
一林
訴
梱
」
の

砂
子
飯
田
氏
略
系
図

記
事
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
戦
国
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か

け
て
の
飯
田
氏
、
弥
兵
衛
宅
重
か
ら
源
市
郎
武
住
ま
で
の
関

係
略
系
図
を
左
に
示
す
。

飯
田
氏
と
海
東
郡
砂
子

議
左
文
庫
所
蔵
の

『士
林
訴
梱
』
巻
七
五

（目
録
番
号

一

凹
O
｜
一一）

の
飯
田
氏
の
系
譜

（七
頁
写
真）

は
、
源

一
郎

某

（宅
次
、

一
五
五
五
1
一ム
ハ
一
七
）
か
ら
記
事
が
始
ま
っ

て
い
る
が
、
家
伝
文
書

（註）

に
よ
れ
ば
飯
田
氏
と
海
束
郡

砂
子
と
の
関
係
は

一
六
世
紀
前
半
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
。

永
正

一
四
年

（一

五

一
七
）
十
二
月
に
飯
田
隼
人
は
年
貢
銭

九
貫
二
O
O
文
を
納
め
て
お
り
、
大
永
四
年

（一

五
二
四
）

十
二
月
に
は
飯
田
彦
太
郎
が
色
成
年
貢
一

貫

一
O
O
文
を
納

め
て
い
る
。
こ
う
し
た
年
貢
を
請
取
っ
た
領
主
が
誰
か
は
確

定
で
き
て
い
な
い
が
、
飯
田
氏
は
領
主
に
年
貢
を
納
め
る
名

主
の
地
位
に
あ
っ
た

一
族
と
推
定
さ
れ
る
。

弘
治
三
年

（一

五
五
七
）
四
月
に
、
尾
張
市
須
城
主
織
田
信

長
は
、
飯
田
彦
太
郎
跡
式

・
買
得
分
を
飯
田
弥
兵
衛
に
給
与

し
た

（家
伝
文
書
）。

こ
の
弥
兵
衛
は
、

『寛
永
諸
家
系
図
伝
」

な
ど
に
よ
れ
ば
、
源

一
郎
宅
次
の
父
弥
兵
衛
宅
重
に
あ
た
る

と
思
わ
れ
る
。
信
長
が

「も
し
、
彦
太
郎
子
孫
有
り
て
、
申

し
様
有
り
と
い
え
ど
も
、
い
さ
さ
か
も
相
違
あ
る
べ
か
ら
ず
」

弥
宅兵
重術

（｜源
rι一・－ ：：じ 一

五次郎
五
五

ノ、

七

キ1ド

府
旗
本

（重 四］
一次郎
五 l左
七｜街
亡 ｜門

司直
重ご

六

O
一
1
五
二）

ノ、

一
一） 

尾
張
滞
土
」三某j原

I I右

六 ｜門
五 ｜
二 Iii.京

自／I

源
市
郎

氏
主
i
f
 六

九
三
）

と
宅
重
に
保
証
し
た
こ
と
か
ら
み
て
、
宅
重
は
彦
太
郎
の
子

孫
で
は
な
か
っ
た
。
彦
太
郎
の
子
孫
を
指
し
置
い
て
、
信
長

が
同
族
の
宅
重
に
給
与
し
た
理
由
と
し
て
は
、
彦
太
郎
側
が

敵
対
し
て
処
罰
を
受
け
た
の
か
、
ま
た
は
宅
重
が
信
長
に
積

極
的
に
属
し
た
な
ど
の
状
況
が
想
定
さ
れ
る
。
信
長
は
、
前

年
八
月
の
稲
生
合
戦
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
尾
張
圏
内
制
覇

の
戦
い
を
進
め
て
お
り
、
自
分
に
属
し
た
尾
張
武
士
た
ち
に

報
い
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
信
長
か
ら
給
与
さ
れ
た

内
容
は
、
名
主
戦
で
あ
っ
て
、
領
主
に
年
貢
を
納
め
る
立
場
は

従
来
ど
お
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
関
係
史
料
か
ら
判
明
す
る
。

本
能
寺
の
変

（一

五
八
二）

に
よ
る
織
田
信
長
の
死
後
、

飯
田
宅
重

・
宅
次
父
子
は
、
尾
張
を
支
配
し
た
信
長
二
男
信

雄
に
仕
え
た
。
天
正

一
二
年

（一

五
八
四
）
の
小
牧

・
長
久

手
の
陣
で
は
、
信
雄

・
徳
川
家
康
連
合
軍
と
秀
吉
軍
と
が
戦

っ
た
。
「
究
永
諸
家
系
図
伝
」
に
よ
れ
ば
、
秀
吉
方
の
滝
川

一
益
が
尾
張
蟹
江
城
に
侵
攻
し
た
際
に
、
家
康
は
宅
重
父
子

を
案
内
者
と
し
て
同
城
を
奪
回
し
た
と
伝
え
る
。
天
正

一
目

す

れ

悩

ご

年
七
月
に
は
、
宅
次
は
信
雄
か
ら
須
奈
古
（
砂
子
）
郷
の
内

で
三
O
O
貫
文
を
給
与
さ
れ
て
お
り
、
飯
田
氏
は
年
貢
を
読

取
る
領
主
に
出
世
し
た
と
い
え
よ
う
（
同
前
）
。

天
正
一
八
年
（
一
五
九
O
）
に
豊
臣
秀
吉
に
よ
り
織
田
信

雄
が
追
放
さ
れ
た
の
ち
、
飯
田
宅
次
は
秀
吉
に
仕
え
て
、
天

正

一
九
年
四
月
に
近
江
国
愛
知
日
郡
抑
立
郷
一
色
村
之
内
三
O

O
石
を
給
与
さ
れ
た

（同
前
）。

関
白
豊
臣
秀
次
失
脚
後
の

文
禄
四
年

（一

五
九
五
）
に
は
、
兼
松
氏

・
沢
井
氏
な
ど
の

尾
張
武
士
と
同
様
に
、
宅
次
は
秀
吉
か
ら
尾
張
国
海
束
郡
砂

子
を
安
堵
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

6 

飯
田
氏
と
徳
川
家
康

豊
臣
秀
吉
の
病
死

（一

五
九
ノ
年
）
後
に

『究
永
諸
家
系

図
伝
』
に
よ
れ
ば
、
「
慶
長
五
年

二

六
O
O
）
、
伏
見
に
お



ゐ
て
大
権
現
（
家
康
）
に
ま
み
え
た
て
ま
つ
る
。
す
な
わ
ち

本
領
尾
張
の
国
の
内
砂
子
を
拝
領
す
。
大
権
現
関
東
に
御
山
崎

野
の
時
、
御
騰
を
あ
づ
か
り
で
供
奉
す
。
」
と
あ
り
、
飯
田

宅
次
は
徳
川
家
康
に
仕
え
て
本
領
砂
子
を
安
堵
さ
れ
た
。
尾

張
の
大
半
が
、
家
康
の
四
男
松
平
忠
吉
に
給
与
さ
れ
た
際
に

も
、
飯
田
宅
次
は
忠
士
口
に
属
さ
ず
、
翌
六
年
五
月
近
江
高
島

郡
で
替
地
を
与
え
ら
れ
、
家
康
に
そ
の
ま
ま
仕
え
た
（
家
伝

文
書
）。

宅
次
の
二
男
源
右
衛
門
某
（
実
名
不
詳
、
二
ハ
五
二
年
没
）

は
父
の
領
地
を
相
続
し
、
徳
川
家
康
に
仕
え
た
。
の
ち
、
家

康
九
男
徳
川
義
直
に
仕
え
て
御
騰
役
と
な
っ
た
。
慶
長

二

一

年

ご

六
O
七
）
に
松
平
忠
士
口
が
病
死
し
た
の
ち
、
弟
の
義

直
が
甲
府
城
主
か
ら
清
須
城
主
に
転
封
と
な
り
、
初
代
尾
張

藩
主
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
元
和
六
年
（

一
六
二
O
）

九
月
に
、
義
直
が
務
主
と
し
て
初
め
て
ご
斉
に
領
地
給
与
の

黒
印
状
を
出
し
た
際
に
、
源

一
郎
（
源
右
衛
門
か
ら
の
改
名

と
推
定
さ
れ
る
）
は
砂
子
村
の
内
三
O
O
石
を
安
堵
さ
れ
て

い
る

（同
前
）。

以
後
、
そ
の
子
孫
で
あ
る
飯
田
淑

一
郎
家

は
、
廃
務
ま
で
尾
張
務
士
と
し
て
続
く
。
究
政
二
年
（

一
七

九
O
）
に
養
子
相
続
の
た
め
三
O
O
石
か
ら
二
O
O
石
に
減

ら
さ
れ
た
が
、
引
き
続
き
砂
子
村
内
の
領
地
を
保
つ
こ
と
が

で
き
た
。
飯
田
源

一
郎
家
は
、
弥
兵
衛
宅
重
以
来
の
屋
敷
を

砂
子
村
に
江
戸
時
代
を
通
じ
て
維
持
し
て
お
り
、
戦
国
期
以

来
の
屋
敷
地
（
在
所
）
を
保
持
し
続
け
た
生
駒
氏
や
八
神
毛

利
氏
な
ど
の
尾
張
晶
体
と
同
様
に
、
強
固
な
在
地
性
を
感
じ
さ

せ
る
の
で
あ
る
。

天
下
人
と
鷹
狩
り

砂
子
の
飯
田
氏
と
同
様
の
状
況
が
、
尾
張
国
中
島
郡
高
御

堂
村

（稲
沢
市
高
御
堂
町
付
近
）
の
吉
田
主
水
家
に
も
み
ら

れ
る
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
た
（
『
蓬
左
』
六

一
参
照
）
。
両

者
は
、
関
ヶ
原
戦
後
に
松
平
忠
吉
に
属
す
る
こ
と
な
く
、
鷹

匠
と
し
て
家
康
直
臣
と
な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
彼
ら

は
、
家
康
が
非
常
な
鵬
狩
り
の
愛
好
者
で
あ
っ
た
た
め
、
特

別
に
呼
ば
れ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
で
は
、
な
ぜ

尾
張
の
鵬
匠
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
関
ヶ
原
戦
後
に
徳
川
家
康
の
直
臣
に
な

っ
た

の
は
両
者
に
限
ら
な
い
。
家
康
が
、
兼
松
氏
な
ど
の
在
地
性

の
強
い
尾
張
衆
を
消
須
城
主
松
平
忠
吉
に
附
属
さ
せ
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
尾
張
衆
の
す
べ
て
が
忠
吉
に
附

属
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
海
西
郡
赤
目

（海
部
郡
八
開

村
元
赤
目
付
近
）
の
横
井
氏

一
族
の
大
半
も
、
家
康
直
臣
と

な
っ
て
い
る
。
松
井
氏
も
鷹
狩
の
技
術
を
伝
え
る

一
族
と
し

て
著
名
で
あ
る
。

知
多
郡
内
に
お
い
て
も
、
関
ケ
原
戦
後
に
徳
川
家
康
は
、

師
崎

（知
多
郡
南
知
多
町
）
の
千
賀
氏
、

小
川

（
同
郡
東
浦

町
）
の
水
野
氏
、
河
和
（
同
郡
美
浜
町
）
の
水
野
氏

（笠大際

は
戸
田
氏
の

一
族
）
な
ど
に
、
本
領
を
回
復
さ
せ
て
、
直
臣

と
し
た
の
で
あ
る
。
千
賀
氏
、
水
野
氏
ら
は
、
知
多
水
軍
を

構
成
す
る
海
の
武
士
団
と
し
て
、
東
四
海
上
交
通
の
枢
要
の

地
で
あ
る
知
多
郡
に
配
置
さ
れ
た
と
型
解
で
き
よ
う
。

と
す
れ
ば
、
横
井
氏
、
砂
子
飯
田
氏
、
吉
田
主
水
家
政
ら

の
役
割
も
推
測
で
き
る
。
勝
匠
は
、
鷹
狩
の
た
め
に
地
理
に

精
通
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
関
ケ
原
合
戦
の
よ
う
な
、

木
曽
三
川
を
は
さ
ん
だ
東
西
対
決
に
備
え
て
の
現
地
案
内
役

の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
飯
田
氏
が
、

小
牧

・
長
久
手
の
陣
の
際
に
蟹
江
城
攻
め
の
案
内
役
を
勤
め

た
由
緒
を
誇
る
理
由
が
そ
こ
に
あ
ろ
う
。
秀
吉
は
、
尾
張
を

直
轄
地
化
す
る
と
と
も
に
、
尾
張
出
身
の
直
臣

（尾
張
衆
）

を
配
置
し
た
。
家
康
は
、
尾
張
を
四
男
忠
吉
に
与
え
た
が
、

一
部
の
尾
張
衆
を
直
臣
と
し
て
残
し
た
。
家
康
は
、
尾
張
の

戦
略
上
の
重
要
さ
を
考
慮
し
て
、
秀
吉
の
政
策
を
部
分
的
に

継
承
し
た
と
い
え
よ
う
。

彼
ら
徳
川
家
康
直
臣
の
存
在
に
よ
り
、
関
ヶ
原
戦
後
の
松

平
忠
士
口
の
領
国
尾
張
は

一
円

・
排
他
的
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
政
策
転
換
に
よ
り
、
徳
川
将
軍
家
は
飯
田
氏
ら
を

尾
張
滞
主
徳
川
義
直
に
附
属
さ
せ
、
義
直
の
領
国
支
配
の

一

円
化
が
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
。

註

『弘
文
荘
古
文
書
目
録
」
（
昭
和
四
八
年
刊
）
ほ
か
。

（
下
村
信
博
）

ぷ

副
本
久
什

均
一
命
‘

井、

山位
瓦
刈
海
永

枇却
時巧
工
可
村
u
？
7
域

渇
将
－PTA

秀
才d

北
本

ι

パ

m
J
E

’九
十
7
4小
JA
4ム
パ
糸
l

詩＝

ア
叩
之
・
－汀

「一一一一一一
本

日

M

J
b
人

p
d
柊
吟

本川↑

f夜、

他
人
与
崎明・
糸
仏
47

劫
川愛
弟
、佐
川
為
す

執
rh
t
特訓
叩延
成
久
良
巧
白川祢
止
及
本
よ
ネ

及
え
月
キ
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二
代
尾
張
藩
主
徳
川
光
友
（

一
六
二
五
1
一
七
O
O
）

お
お
ぞ

ね
お
し
た
や

L
S

没
後
に
縮
小
さ
れ
た
「
大
曽
根
御
下
屋
敷
」
の
、
享
保
五

年
（

一
七
二
O
）
ま
で
の
御
殿
と
そ
の
周
辺
の
概
要
を
描

い
た
絵
図
。

光
友
は
、
初
代
藩
主
徳
川
義
直

二

六
0
0
1
五
O
）

の
側
室
お
尉

（吉
田
氏
、
歓
喜
院
）
か
ら
、
名
古
屋
城
下

の
北
東
の
大
曽
根
の
地
で
生
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
光

友
は
文
武
に
才
を
発
揮
し
、
御
三
家
筆
頭
と
し
て
将
軍
家

を
補
佐
す
る
と
と
も
に
、
父
義
直
の
藩
政
を
継
承
し
、
務

制
を
確
立
さ
せ
た
。

光
友
は
、
延
宝
七
年

（一

六
七
九
）
に
名
古
屋
城
下
の

必

し

た

や

東
部
に
、
休
息
と
饗
応
の
た
め
の
別
邸
と
し
て
「
御
下
屋

艇
」
を
建
設
し
て
い
た
が
、
元
禄
六
年

（一

六
九
三）

に

藩
主
の
地
位
を
長
男
綱
誠
に
譲
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
隠

居
所
と
し
て
大
曽
根
に
大
曽
根
御
下
屋
敷
の
建
設
を
は
じ

い
し
ょ

め
た
。
同
地
に
は
成
瀬

・
石
河
・
渡
辺
家
な
ど
の
重
臣
の

下
屋
敷
が
あ
っ
た
が
、
三
家
か
ら
土
地
を
収
公
し
て
建
設

さ
れ
た
。

A< 

イ占ゐ

．絵図のいろいろ （表紙口絵解説）

ふ1

"': 

ft 

" 

う

品〉奇t・tl4"

大首根御屋敷 之図（図940)
江戸時代後期写 171. 4×90. 2cm 

北西jfjの池水付近。船小屋が姉かれている。

総
面
積

一
三
万
坪
余

（現
徳
川
園
の
約
九

・
五
倍
）
の

広
大
な
屋
敷
内
に
は
、
御
殿
と
十
六
挺
立
て
の
船
を
浮
か

べ
る
こ
と
が
で
き
た
大
池
を
設
け
、
周
囲
は
田
畑
と
丘
に

よ
っ
て
区
画
さ
れ
て
、
郊
外
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
隠
居
所

と
い
う
姿
で
あ
っ
た
。

光
友
没
後
に
は
、
大
半
の
敷
地
は
、
成
瀬

・
石
河

・
渡

辺
三
家
に
返
還
さ
れ
た
が
、
な
お

「御
逝
去
の
地
」
と
し

て
縮
小
さ
れ
た
御
殿
を
含
む
五
万
坪
余
の
地
が
、
藩
の
別

邸
と
し
て
残
さ
れ
た
。
本
絵
図
に
捕
か
れ
た
状
況
は
、
こ

の
時
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
享
保
五
年
に
は
、
残
り
の
地

も
す
べ
て
成
瀬
家
に
返
還
さ
れ
て
、
大
曽
根
御
下
屋
敷
は

解
消
さ
れ
た
。

本
絵
図
は
、
縦
横

二
一
枚
の
紙
を
貼
り
継
い
だ
上
に
拙

か
れ
て
お
り
、
現
在
は
修
補
の
際
に
裏
打
ち
が
ほ
ど
こ
さ

れ
て
い
る
。
全
体
を
墨
書
き
し
、

一
部
に
彩
色
が
ほ
ど
こ

さ
れ
て
、
縮
小
さ
れ
た
の
ち
の
御
殿
や
庭
、
そ
の
周
辺
の

状
況
を
よ
く
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
、
庭
な

ど
は
絵
画
的
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
残
さ
れ
た
二
つ
の
門

の
う
ち
、
外
門
は
瓦
茸

（黒
色
）
で
、
内
門
は
萱
茸

（茶

色
）
と
判
別
で
き
た
り
、
池
中
の
船
小
屋
に
二
隻
の
船
が

描
か
れ
て
い
る
な
ど
、
見
た
目
に
も
興
味
の
湧
く
資
料
と

い
え
る
。

明
治
維
新
後
に
、
成
瀬
家
な
ど
三
家
か
ら
同
地
が
尾
張

徳
川
家
に
返
上
さ
れ
、
尾
張
徳
川
家
の
名
古
屋
大
曽
根
邸

と
な
り
、
現
在
で
は
徳
川
美
術
館
や
、
蓬
左
文
庫
を
含
む

徳
川
園
と
な

っ
て
い
る
。

－

「
蓬
左
」
休
刊
の
お
し
ら
せ

今
号
を
も
ち
ま
し
て
、
文
庫
だ
よ
り

「
蓬
左
」
は

し
ば
ら
く
休
刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
新
館
開
館

後
、
ま
た
新
し
い
形
で
お
目
に
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

rF 

午前91待30分～午後51待
毎月日程目、第3金曜日

祝日（日l砲、月限のいずれかに重なる場合は、日II認

開館、月、 火休館）

年末 ・年始 (12月28日～l月4日）

館内のみ。館外貸し出しはいた しません。

閲覧時間 ｜刻梨図:ri：：午前9時30分～121時
午後 ll時～51時

院l梨図作午前 91時 30 分～午後 5 1~

保存上支｜訟のないものについて、マイク ロフィルム

複写などの方法により行います。

電話 郵便による申込みも可。

取扱い時間 午ifij・91時30分～121時午後11侍～51時
所蔵資料のうち30件程度を｜即時展示。テーマ、期

間、回数は、年度により巽なります。

開館時間

休館日名古屋市蓬左文庫

〒461・0023 名古屋市東区徳川町1001番地

TEL (052) 935ー2173

FAX (052) 937-0350 
覧

複写サービス

閲

4砂交通

名古屋駅、栄より

市パス（基幹パス 2:/Ii'）・名鉄パス（「本地ヶ原方面j行）

「新出来J下車、徒歩5分
大曽根より

JR中央線「大曽根J下車、南口より徒歩10分
刀ミ展

平成14年1月より業務縮小いたします……くわしくは3Pをごらんください。

「蓬左」第65号 食平成13年 9月30日発行食編集 ・発行 ：名古屋市蓬左文庫（名古屋市東区徳川町1001番地）

会？！I伴I・食不定期刊行 会印刷 ：菱i原印刷工業（株） 出この間子はjlf!f.紙（古紙配悼 100%.t:I色皮切首）を使用しています。
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